
滝
澤
資
介
会
長
（
右
奥
）
と
エ
コ

バ
ッ
グ
を
寄
贈
し
た
児
童
た
ち

ジャパン・ニューズの末続哲也編集長から英字新

聞の読み方を学ぶ生徒たち＝牛久市立牛久一中

「
マ
イ
ベ
ス
ト

を
集
め
た
」
と

話
す
小
林
優
さ

ん
＝
石
岡
市
柿

岡

交通死亡事故抑止緊急対策会議であいさ

つする石崎宏文署長＝ひたちなか警察署

リーグ得点王の芳崎風太選手（右）と７人制日

本代表で活躍した横瀬慎太郎選手＝日立市内

丸
和
運
輸
機
関
戦
で
攻
撃
を
仕
掛
け
る
日
立
サ
ン
ネ
ク

サ
ス
茨
城
の
選
手
＝
昨
年
�
月
�
日
、
日
立
市
東
成
沢

町
の
市
民
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
（
ク
ラ
ブ
提
供
）

　
日
立
市
を
拠
点
に
す
る
社
会
人
ラ
グ
ビ
ー
ト
ッ
プ
イ
ー

ス
ト
リ
ー
グ
Ｂ
の
日
立
サ
ン
ネ
ク
サ
ス
茨
城
は
、
リ
ー
グ

戦
３
位
で
今
シ
ー
ズ
ン
を
終
え
た
。
６
勝
２
敗
で
上
位
３

チ
ー
ム
が
並
ん
だ
が
、
勝
ち
点
で
及
ば
ず
、
上
位
入
れ
替

え
戦
進
出
圏
に
一
歩
届
か
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
芳
崎
風

太
選
手
（�
）
は
得
点
王
を
獲
得
し
、
横
瀬
慎
太
郎
選
手

（
�
）
は
７
人
制
日
本
代
表
で
活
躍
。
来
季
は
リ
ー
グ
Ａ
昇

格
を
「
最
低
目
標
」
に
掲
げ
る
。

　
チ
ー
ム
は
昨
夏
、
地
域
に
密

着
し
た
活
動
を
強
化
す
る
た
め

一
般
社
団
法
人
を
立
ち
上
げ
、

運
営
母
体
を
日
立
製
作
所
日
立

事
業
所
か
ら
移
管
し
た
。
地
域

ク
ラ
ブ
と
し
て
日
立
市
と
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
協
定
も
結
び
、
新
体

制
で
昨
年
９
月
の
シ
ー
ズ
ン
開

幕
を
迎
え
た
。

　
リ
ー
グ
戦
は
全
５
チ
ー
ム
が

ホ
ー
ム
＆
ア
ウ
ェ
ー
で
対
戦
。

ひ
た
ち
な
か
市
で
の
開
幕
戦
か

ら
２
連
勝
を
飾
っ
た
が
、
そ
の

後
は
優
勝
し
た
丸
和
運
輸
機
関

（
千
葉
）
と
２
位
の
明
治
安
田

生
命
（
東
京
）
に
連
敗
。
チ
ー

ム
の
戦
い
方
が
十
分
浸
透
せ

ず
、
序
盤
は
勢
い
に
乗
り
切
れ

な
か
っ
た
。

　
負
け
が
許
さ
れ
な
い
状
況
で

迎
え
た
同
�
月
か
ら
の
後
半

戦
。
規
律
を
守
っ
て
反
則
を
減

ら
す
こ
と
を
徹
底
し
、
堅
い
守

備
で
対
抗
し
た
。
主
将
を
中
心

に
結
束
し
、
芳
崎
選
手
は
持
ち

味
の
キ
ッ
ク
で
、
横
瀬
選
手
は

ス
ピ
ー
ド
で
チ
ー
ム
に
勢
い
を

与
え
、
同
�
月
の
最
終
節
を
４

連
勝
で
終
え
た
。

　
内
田
剛
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
今

季
を
振
り
返
り
「
課
題
を
解
消

で
き
な
い
ま
ま
開
幕
を
迎
え
て

し
ま
っ
た
の
が
反
省
点
。
厳
し

さ
が
足
り
な
か
っ
た
」と
総
括
。

来
季
に
向
け
て
「
皆
で
ベ
ク
ト

ル
を
合
わ
せ
て
進
む
の
が
大

切
」
と
話
し
、
リ
ー
グ
優
勝
と

昇
格
を
誓
う
。

　
入
団
１
年
目
で
司
令
塔
を
担

っ
た
芳
崎
選
手
は
、
コ
ン
バ
ー

ジ
ョ
ン
ゴ
ー
ル
�
本
と
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ゴ
ー
ル
�
本
を
決
め
て
�

点
を
マ
ー
ク
。
低
い
弾
道
の
キ

ッ
ク
が
特
長
で
、
蹴
る
際
に
は

毎
回
同
じ
リ
ズ
ム
を
生
み
出
す

た
め
、
逆
腹
式
呼
吸
を
す
る
ル

ー
テ
ィ
ン
を
行
う
。

　
小
学
生
ま
で
サ
ッ
カ
ー
と
の

「
二
刀
流
」
だ
っ
た
と
い
う
芳

崎
選
手
は
「
得
点
王
は
素
直
に

う
れ
し
い
」
と
喜
ぶ
一
方
、「
来

季
も
得
点
源
で
あ
り
続
け
る
た

め
、
キ
ッ
ク
の
成
功
率
は
現
状

の
８
割
か
ら
９
割
程
度
ま
で
高

め
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を
示

す
。

　
土
浦
市
出
身
の
横
瀬
選
手

は
、
�
㍍
を
５
・
９
秒
で
駆
け

抜
け
る
快
足
ウ
ィ
ン
グ
。
今
季

は
け
が
明
け
で
相
手
の
徹
底
マ

ー
ク
に
も
苦
し
み
、
３
ト
ラ
イ

に
と
ど
ま
っ
た
が
、
「
来
季
は

し
っ
か
り
チ
ー
ム
に
コ
ミ
ッ
ト

し
て
結
果
を
出
し
た
い
」
と
先

を
見
据
え
る
。

　
横
瀬
選
手
は
昨
年
初
め
て
７

人
制
日
本
代
表
に
招
集
さ
れ
、

海
外
遠
征
で
強
豪
国
と
の
試
合

を
経
験
。
「
世
界
に
は
ま
だ
ま

だ
上
が
い
る
。
大
き
な
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
た
」
と
振
り

返
り
、
２
０
２
４
年
パ
リ
五
輪

出
場
へ
「
可
能
性
が
あ
る
限

り
諦
め
な
い
」
と
力
を
込
め

る
。

　
日
立
市
と
ひ
た
ち
な
か
市
内

で
開
い
た
今
季
の
リ
ー
グ
戦
ホ

ー
ム
ゲ
ー
ム
３
試
合
に
は
、
毎

回
７
０
０
～
８
０
０
人
が
来
場

し
た
。
市
内
で
は
今
年
７
月
、

ラ
グ
ビ
ー
の
試
合
が
で
き
る
人

工
芝
の
会
瀬
ス
ポ
ー
ツ
広
場

（
同
市
会
瀬
町
）
が
供
用
開
始

す
る
予
定
で
、
チ
ー
ム
は
同
広

場
を
拠
点
に
選
手
強
化
と
地
域

活
性
化
に
取
り
組
む
。

（
戸
島
大
樹
）

　
【
大
子
町
】
臨
時
会
は
�
日
に

開
会
し
、
町
し
尿
処
理
施
設
建
設

工
事
の
変
更
請
負
契
約
を
締
結
す

る
議
案
、
７
１
３
５
万
円
を
追
加

す
る
２
０
２
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
案
な
ど
議
案
６
件
を
審
議

す
る
。
会
期
は
同
日
の
み
。

　
牛
久
市
立
牛
久
第
一
中
学
校

（
本
橋
和
久
校
長
）
の
２
年
生

が
�
日
、
英
字
新
聞
の
編
集
者

か
ら
英
字
新
聞
の
読
み
方
を
学

ん
だ
。
同
校
は
本
年
度
、
日
本

新
聞
協
会
か
ら
Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
指

定
校
の
認
定
を
受
け
、
英
字
新

聞
の
提
供
を
受
け
て
い
る
。
洗

練
さ
れ
た
実
用
的
な
英
文
に
親

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
指
定
校

の
特
典
を
利
用
し
て
講
師
派
遣

を
依
頼
。
２
年
生
は
、
新
聞
独

特
の
英
文
や
見
出
し
の
工
夫
を

知
り
、
英
語
と
日
本
語
の
文
化

の
違
い
を
実
感
し
た
。

　
講
師
を
務
め
た
の
は
、
読
売

新
聞
社
が
発
行
す
る
日
刊
英
字

新
聞
「ジ
ャ
パ
ン
・
ニ
ュ
ー
ズ
」

の
末
続
哲
也
編
集
長
。

　
末
続
編
集
長
は
「見
出
し
で
、

ｂ
ｅ
動
詞
は
よ
く
省
か
れ
る
。

過
去
の
出
来
事
を
、
生
々
し
く

伝
え
る
た
め
、
あ
え
て
現
在
形

で
表
現
し
た
り
、
字
数
が
多
く

な
ら
な
い
よ
う
に
略
語
を
使
っ

た
り
す
る
こ
と
も
多
い
。
『
Ｐ

Ｍ
』
は
、
実
は
『
午
後
』
で
は

な
く
『
首
相
』
の
こ
と
」
な
ど

と
解
説
し
た
。

　
紙
面
構
成
に
も
触
れ
、
「
社

説
で
は
、
最
新
ニ
ュ
ー
ス
を
ど

う
訳
す
か
、
翻
訳
の
工
夫
を
知

る
こ
と
も
で
き
る
。
漫
画
の
英

語
版
は
、
（
擬
音
語
な
ど
も
あ

っ
て
）
訳
す
の
が
難
し
い
」と
、

編
集
の
苦
労
も
紹
介
。

　
浜
田
和
輝
さ
ん
は
「
見
出
し

の
工
夫
が
参
考
に
な
っ
た
」
、

本
橋
校
長
は
「
初
見
の
英
文
を

読
み
、
分
か
ら
な
い
単
語
が
あ

っ
て
も
文
脈
か
ら
想
像
し
て
、

だ
い
た
い
の
内
容
を
つ
か
む
力

は
、
と
て
も
大
事
。
英
語
を
学

ぶ
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
て

良
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

（
澤
畑
和
宏
）

◇

　
新
聞
・
通
信
各
社
や
県
教
育

委
員
会
な
ど
で
つ
く
る
県
Ｎ
Ｉ

Ｅ
推
進
協
議
会
（
会
長
・
藤
井

千
春
早
稲
田
大
教
授
）
は
、
２

０
２
３
年
度
か
ら
日
本
新
聞
協

会
の
認
定
を
受
け
て
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の

実
践
に
力
を
入
れ
る
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ

実
践
指
定
校
」
新
規
６
校
を
募

集
し
て
い
る
。

　
指
定
期
間
は
原
則
２
年
。
指

定
校
に
は
、
県
内
で
発
行
さ
れ

て
い
る
新
聞
７
紙
が
一
定
期

間
、
提
供
さ
れ
る
。
応
募
締
め

切
り
は
２
月
�
日
。
問
い
合
わ

せ
は
、
同
協
議
会
事
務
局
（
茨

城
新
聞
社
Ｎ
Ｉ
Ｅ
事
務
局
内
）

☎
０
２
９
（２
３
９
）３
０
０
４

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５

時
）
、
フ
ァ
ク
ス
０
２
９
（
３

０
１
）
０
３
６
１
。

　
今
年
に
入
り
、
ひ
た
ち
な
か

市
内
で
交
通
死
亡
事
故
が
３
件

起
き
た
こ
と
か
ら
、
ひ
た
ち
な

か
警
察
署
（
石
崎
宏
文
署
長
）

は
�
日
、
管
内
の
関
係
機
関
・

団
体
の
担
当
者
と
交
通
死
亡
事

故
抑
止
緊
急
対
策
会
議
を
同
署

で
開
き
、
交
通
違
反
の
取
り
締

ま
り
や
安
全
確
認
の
呼
び
か
け

を
強
化
す
る
こ
と
な
ど
を
確
認

し
た
。

　
会
議
に
は
ひ
た
ち
な
か
地
区

交
通
安
全
協
会
や
同
市
交
通
安

全
母
の
会
連
合
会
、
同
市
な
ど

の
担
当
者
約
�
人
が
出
席
。

石
崎
署
長
は
「
死
亡
事
故
が
相

次
い
で
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
対
策

を
講
じ
て
い
く
」
と
強
調
し

た
。

　
同
署
担
当
者
が
交
通
死
亡
事

故
の
発
生
状
況
を
説
明
し
た

後
、
関
係
機
関
・
団
体
の
担
当

者
が
、
学
校
や
事
業
所
へ
の
安

全
確
認
の
呼
び
か
け
や
安
全
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
こ
と

な
ど
を
報
告
し
た
。

　
同
署
も
違
反
行
為
の
取
り
締

ま
り
強
化
を
は
じ
め
、
早
め
の

車
の
ラ
イ
ト
点
灯
や
、
薄
暮
時

や
夜
間
に
徒
歩
や
自
転
車
で
外

出
す
る
際
の
反
射
材
着
用
な
ど

を
呼
び
か
け
る
。

　
同
署
に
よ
る
と
、
昨
年
管
内

で
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
の

は
４
人
だ
が
、
今
年
は
�
～
�

日
の
５
日
間
で
３
人
が
死
亡
し

て
い
る
。

（
高
岡
健
作
）

　
石
岡
市
小
幡
地
区
公
民
館
で

写
真
教
室
の
講
師
を
務
め
て
い

る
小
林
優
さ
ん
（�
）の
代
表
作

を
集
め
た
「優
さ
ん
の
写
真
展
」

が
�
日
ま
で
、
同
市
柿
岡
の
ま

ち
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー
滝
田
（
滝

田
内
科
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
１

階
）
で
開
か
れ
て
い
る
。
コ
ン

テ
ス
ト
で
入
選
し
た
作
品
�
点

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
小
林
さ
ん
は
同
市
須
釜
在

住
。
茨
城
二
科
会
写
真
部
の
支

部
員
で
、
地
元
で
は
石
岡
ア
ー

ト
協
会
の
理
事
や
「
写
団
つ
く

ば
」
の
代
表
も
務
め
て
い
る
。

　
展
示
作
品
は
二
科
展
や
県
芸

術
祭
美
術
展
な

ど
へ
の
応
募
作

が
中
心
。
猫
な

ど
の
動
物
や
祭

り
、帆
引
き
船
、

空

を
渡

る

白

鳥
な
ど
被
写
体

は
さ
ま
ざ
ま
。

旧
家
に
１
人
で

暮
ら
す
老
婦
人

が
、
つ
え
を
手

に
岩

に
腰

か

け
る
姿
を
撮
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
風
の
力
作
も
あ
る
。

　
水
道
関
係
の
事
業
を
営
む
傍

ら
、
�
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
本

格
的
に
写
真
に
取
り
組
む
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。
「
『
マ
イ

ベ
ス
ト
』
と
言
え
る
写
真
を
集

め
た
。
地
元
で
多
く
の
人
に
見

て
も
ら
え
た
ら
」
と
話
し
て
い

る
。

（
佐
川
友
一
）

黒
磯
小
環
境
委
の
児
童

新
聞
エ
コ
バ
ッ
グ
寄
贈

住
民
団
体
に
、栃
木
・那
須
塩
原

　
栃
木
県
那
須
塩
原
市
の
市
立

黒
磯
小
の
４
～
６
年
生
で
つ
く

る
環
境
委
員
会
は
�
日
、
本
町

の
市
交
流
セ
ン
タ
ー
（く
る
る
）

を
訪
れ
、
地
元
住
民
ら
で
つ
く

る
黒
磯
駅
前
活
性
化
委
員
会
に

新
聞
紙
で
作
っ
た
エ
コ
バ
ッ
グ

�
個
を
寄
贈
し
た
。

　
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目

標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）達
成
に
向
け
、

同
校
の
各
委
員
会
と
高
学
年
の

ク
ラ
ス
は
独
自
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。環
境
委
員
会
は
、

資
源
を
有
効
活
用
し
た
エ
コ
バ

ッ
グ
作
り
に
挑
戦
。
児
童
�
人

が
自
宅
や
宿
泊
施
設
か
ら
新
聞

紙
を
集
め
、
約
１
カ
月
か
け
て

製
作
し
た
。
エ
コ
バ
ッ
グ
は
、

く
る
る
で
地
元
野
菜
な
ど
を
購

入
し
た
人
に
配
布
さ
れ
る
。

　
環
境
委
員
長
の
６
年
、
大
島

宏
介
君
（�
）
は
「
資
源
を
守
る

大
切
さ
を
発
信
で
き
た
ら
う
れ

し
い
」
と
話
し
、
黒
磯
駅
前
活

性
化
委
員
会
の
滝
澤
資
介
会
長

（�
）は
「
環
境
問
題
に
前
向
き

な
の
は
大
事
。
大
切
に
使
わ
せ

て
も
ら
う
」
と
感
謝
し
た
。

（
下
野
新
聞
か
ら
）
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